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導電性ポリマーを用いた有機半導体デバイス

　私たちの研究室では、導電性ポリマーなどの有機半
導体材料の性質を調べ、それを用いた有機デバイスの
開発を行い、その性能を向上させる研究を行っていま
す。2000 年にノーベル化学賞を受賞された、筑波大
学名誉教授の白川英樹先生の導電性ポリマーの発見に
より、有機物が電気を流すことが分かりました。その
ため、導電性ポリマーなどの有機半導体材料は非常に
注目を集め、21 世紀に大きく発展する材料として、
今後ますますその研究の重要性が増すと考えられてい
ます。有機半導体材料は電気を流すだけでなく、電気
を流すと光る性質も持っています。これらの性質を利
用して、カラーディスプレイ、トランジスター、太陽
電池など、分子を用いたエレクトロニクスへの応用研
究が進められています。
　当研究室では、有機半導体材料をより深く理解しな
がら、有機トランジスターや有機薄膜太陽電池などの
有機デバイスを作り、その性能を向上させるため、色々
な角度から研究を行っています。電気の流れやすさや、
光を照射した時の電荷の生成を調べるだけでなく、電
気を運ぶ電荷担体の解明も行っています。このように、
幅広い視野を持つ研究姿勢を学ぶ事により、多角的に
物事を判断できる能力を身に付けることができます。

　私たちの研究室では、各種の形状記憶合金の開発と
特性評価を行っています。形状記憶合金には２つの有
用な機能があります。１つは、どのように変形しても
暖めると元の形に戻る形状記憶効果です。形状回復時
に発生する力は非常に大きく（断面積が１平方ミリメ
ートルのワイヤが大人１人を持ち上げる）、物を動か
すための強力な動力源になります。もう１つは、どの
ように変形しても力を除くだけで元の形に戻る超弾性
という機能で、硬い金属がゴムのような柔軟な変形を
します。
形状記憶効果と超弾性を用いた応用特許は工業・医

療関連で 20,000 件以上申請され、市場に出た応用製
品は 100件以上あります。最近、医療分野への応用が
盛んに行われ、形状記憶合金の市場規模は年間数千億
円になっています。私たちの研究室では、Ti-Ni 形状
記憶合金に極めて安定な特性を付与する技術を開発
し、広い分野で実用化を進めるために貢献してきまし
た。最近は、100度以上の高温で機能する合金、生体
に安全な Ti 基合金、１ミクロン（10-6 メートル）の
厚さの薄膜などの形状記憶合金の開発も進め、エンジ
ン等の高温環境、生体内、マイクロマシン等へ使用範
囲を拡大するために貢献しています。
　私たちの研究室では、形状記憶合金の特性を改善し
材料開発を行うために、金属工学の基礎を学び、ナノ
組織制御と原子レベルの観察技術を用いて研究を進め
ています。ここで習得した知識と経験は、卒業後、金
属や他の材料分野で活躍するための能力開発につなが
っています。

原子分解能透過型電子顕微鏡（HRTEM） Ti-Ni 形状記憶合金のナノ組織

Ni-Mn形状記憶合金の原子配列
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